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最近、スウェーデンでは「マッピー」という造

語が使われるようになった。英語の Mature
Affluent Pioneering Peopleの頭文字だが、スウェー
デン語では「熟年の魅力的なパイオニア達」と訳

されていて、50歳を過ぎてから人生を楽しみ始め

る女性のライフスタイルを指している。

語尾に「ピー」をつけて、特定のライルスタイ

ルを生きる人達を表したのには、まず「ヒッピー」

がある。独特な服装で知られるヒッピー族が現れ

たのは一昔前の60年代後半であるが、フラワーパ

ワー、サイケデリックにロック、マリファナなど

が、その時代のキーワードだ。

その次に流行った「ピー」は、「ヤッピー」だ。

80年代の好景気を背景とする都会の若者間にお

こった現象である。高学歴で高給取り、高価な都

会風ファッションに身を包むエリートサラリーマ

ン達が瀟洒なレストランなどで目だつ存在であっ

た時代である。

それから更に20年たった現在の「ピー」、「マッ

ピー」は若者達ではなく、中年女性の生き方であ

るのが特徴だ。

女性が50歳を過ぎる頃になると、親に躾けられ

た通りに、人には親切で思いやりをもって接する

毎日を送るのに疑問を感じ始める。自分のことは

あと回しにして人に尽くして、代わりに得られた

ものは何だったのだろう。理想的な妻や完璧な母

親としての役割を懸命にこなし、同時に行なって

きた仕事面でのキャリア追求が一段落した段階

で、これは本当に自分が望んだ人生だったのだろ

うか、と夢中で駆け抜いてきた人生にふと疑問を

感じるのである。

このまま、自分にかけられた期待通りの「いい

子」であり続けるべきなのであろうか。

結婚生活上でも、離婚したりフリン関係に陥る

のがこの年代に多い。一見、円満にみえる結婚生

活も、自分を抑えるという犠牲の上にたっている

のではないか。自分を殺してまで、結婚生活を続

ける価値はあるのかなど、夫婦関係を真剣に考え

るのもこの時期だ。ずっとなおざりにしていた自

分というものの存在に気付いた時、女性は夫との

関係を再考する。一緒に居て楽しい夫ならよい。

でも、そうでないのなら別に居なくてもよい、と

考えはじめる。いつも回りの人達に気配りをして

生きるという、従来からの女性らしさの規範から

一歩踏み出し、自分という存在を自覚した時点か

ら、夫婦の力関係にも変化が起こるのだ。

同時に、これまでの人生経験により、何事も完

璧というのは難しいということにも気がついてい

るので、絵に描いたような完璧な結婚生活を求め

たり、夫という人物にも過度な要求はできないと

いう事を悟っている。ようするに自分達は「破鍋

にとじぶた」であることを悟った段階から、夫と

の新しい関係がはじまるのである。

つぎに、古くからの女友達のもつ意義を再確認

するのもマッピー期の特徴である。十代の頃、な

んでも話し合える女友達はかけがいのない存在で
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あった。十分に語り合える友人をもつことにより、

少女から大人への過程期を乗り越えたように、

マッピーは再び、気のおけない女友達と一緒に、

第二の人生の過渡期を乗りきるのだ。

とにもかくにも、マッピーたるものは自分の内

なる声に耳を傾け、物分りのよい女性であること

をやめて、自分の気持ちに正直に生きることに専

念する。また、ずっと昔、「いい子」として生き

るために、どこかに仕舞ってしまった長靴下の

ピッピのようなお茶目心をとり戻すのだ。そして

ピッピのように全エネルギーを自分の好きなこと

に投入するのである。

マッピーのバイブルである雑誌に「これからが

人生の最高峰―50歳になったあなたへのガイダン

ス」というリストを見つけた。

＊ 過去を振り返り、これからの人生の舵取りを

するのは自分

＊ ありのままの自分を認める

＊ 自分に優しくする

＊ 他人の目を気にしない

＊ 周囲の状況に合わせない

＊ 自分の幸せはなにか、自分が一番よく知って

いる

＊ 人間は皆、似たりよったり

＊ 自分が優秀であることを頑張って証明するこ

とはない

そうして、マッピー達は人生をエンジョイする

ことに専念する。この頃、話題になっているのに、

家屋などを抵当にして銀行ローンを組み、死後家

屋の売却により決済という新しいローンの形態が

ある。一昔前の親達は、自分達は質素な生活をし

てでも、子どもに資産を残そうとした。しかし、

マッピーは違う。子とも達はそれぞれ自分でやっ

ていくだろうし、自分達で蓄えたものは自分達で

使うと考えるのだ。そして残りの人生を、十分に

お金をかけて楽しむ。

マッピーは往年のヒッピーやヤッピーと同じよ

うに、自分に目覚め、その存在を世間に向ってア

ピールしはじめている。ただし、ヒッピー達とは

違い、マッピー族は流行に左右されることなく、

限りなく存在し続けるであろうと思われる。目覚

めた人間は強い。中年でかなりの人生経験を経て

きていればなおさらのことだ。

ところで、このマッピー現象はもうすぐ日本で

もみられるかもしれないと思い当たった。2008年

度からは、サラリーマンの妻は、離婚する場合、

夫の同意なしに年金の２分の１分割を申請できる

制度が実施されるからだ。そうなると、仲良しの

女友達と一緒に、日本や外国の街や村を元気に闊

歩するマッピー達が、いまよりもっと多く見られ

るかもしれない。社会制度が人々の人生を左右す

るという具体例となるであろうか。
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